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全国自立生活センター協議会セミナー報告 

淺川 都 

２０１４年５月２７～２９日に JIL-全国自立生活センター協議会の総会、全

国セミナーがありました。場所は大阪府大阪市のマイドームおおさかです。 

今回のカリキュラムは、障害者権利条約批准後の障がい者運動、医療的ケア

の必要な難病当事者の自立生活、尊厳死法制化の問題点、千葉の入所施設で起

こった知的障がい者の虐待死事件、障がい当事者、健常者それぞれの立場でエ

ンパワメントについてのディスカッション、JIL 総会などたくさん学びがありま

した。 

また、今回の会場である大阪の CIL の仲間によるおもてなしもありました。

CIL が誕生した１９７０年代のアメリカを再現させたような会場やスタッフに

よる、笑いあり感動ありのひと時で、さすが大阪だなと感じました。大阪のみ

なさん、ありがとうございました。 

 今回のセミナーに参加して感じたことは、障がい者の声をいかに聞き取り受

け止められるかがとても難しいと思いました。私自身も障がい当事者ではあり

ますが、自分と違う障がいのことはわからないことも多く、自分の中にある常

識だと思っていること等で話を聞いてしまうのはとても良くないと思いまし

た。 

それは、重度の障がいや知的障がいの方については、感じ取ることができな

いことや対応の遅れで、命につながることがあるからです。そこには、普段か

ら自分がどう係わっていくかや、支援する仲間や地域との連携など必要性も改

めて感じました。知的障がいを持つ方に対する虐待死事件についても、支援す

る側にも障がい当事者が入っていたら違っていたのかなと感じました。 

政治や経済、教育、行政などあらゆる面に障がい当事者がもっと声をあげ、

かかわっていかなければいけないのだと感じました。しかし、すべてをやって

いくことは難しいので、今かかわっている仲間を少しでも障がい者運動にも自

分の問題としてとらえてもらい、一緒に行動していけたらいいと思います。 

 JIL 総会では、２０１３年度の事業報告案、決算案と、２０１４年度の事業計

画案、予算案や、JIL の委員会、組織改編についての提議がありました。現在の

加盟団体は１３０団体、新しい CIL も誕生して新たな加盟団体も増えている一

方で、活動する当事者の減少などで２団体の退会がありました。私自身が感じ

ていることですが、今後、CIL の活動や障がい者運動を一緒にしていく若い障が

い当事者をいかに引き込めるかが大きな課題だと思っています。 

まだまだ、この社会で生きていくうえでは運動をして、社会を変えていかな

くてはならないと思っています。障がい者であれば一人一人の問題でもありま

すが、健常者にもかかわる問題だと思っています。社会が変わることで、子供

のいる人や高齢者にとっても生きやすくなっていくのだと思っています。    
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バーベキュー報告 

瀧澤 真沙志 

今年の 5 月 10 日（土）に行われたバーベキュー

の報告をします。当日は、雨に降られることもな

く、天気がよく野外でバーベキューを行うことが

できました。自立生活センター小平では毎年恒例

となっている、この企画なのですが、前年度と大

きく異なる試みを今年はしてみました。それは利

用者の方と接する時間を大事にしようという理

由から、調理等を全面的に業者に頼んだことです。 

今回の企画には初参加だったのですが、今回の

試みは、余裕を持ちながら職員が各テーブルに居る利用者の方と接していた様

子をみていて、狙い通りだったのではないかと、各テーブルを見回しながら感

じました。そんな中、自分はぎこちないながらも、今回のバーベキューで「は

じめまして」の利用者の方と会話をしながら、楽しむことができました。 

この企画が終わった後に次回に生かしていく点として、職員内で挙がった意見

として、「新しく行った試みだったからか肝心の 1 人当たりの量が想定できず、

食べる量が少なかったのではないか？」との声も挙がっていました。それに対

して「来年度は業者の調理した食べ物と事前に職員が調理した食べ物とでちょ

うどいいのでは？」との声も挙がっていました。 

来年度はどういったカタチで行われるのかは未定ですが、今回と同様に利用者

の方と接する時間を大事にしながら行われれば良いと思っています。 

バーベキューでお腹をいっぱいになった後は、ゲームを幾つか行いました。は

じめに行ったのは「○・×ゲーム」、次に「借り物競争」、最後は「親子ゲーム」

を行い、自分は「○・×ゲーム」に参加しました。このゲームは、いくつかのグ

ループに分かれ、「事前に幹事が考えていた質問に対して、○・×で各グループ

内のメンバーが自由に動き、最後まで残

った人のグループに得点を与える」、と

いうやり方を行うものだったのですが、

面白いことに自分のグループに集まっ

たメンバー全員が１問目か２問目で全

滅という調子で集まったメンバー全員

でゲームを観覧していました。 

普段、バーベキューをやる機会が少な

いこともあり、今回の企画に参加できて、

とても満足しています。来年度にも期待

そんな１日でした。
場所は恒例の小金井公園ユーカリ広場です 
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単発 ILP パンケーキ作り 

瀧澤 真沙志 

今年の３月１８日（火）に行わ

れた単発 ILP について報告しよ

うと思います。 

参加されたのは職員含め５人

と少数でした。単発 ILP に主催

という立場で参加させて貰うの

は、初めてだったので、はじめ

にこれを行う目的の様なものに

ついて他の当事者スタッフ（障

がい者）に聞いてみました。「毎

年、実用的でかつ一人では中々

やれないもの、やらないものと

いった料理等を、参加者を募り

行っている」との返答があり、料理を果たして自分がサブ・リーダーという立

場に立って、これを無事終えられるのだろうか？と内心ドギマギしていたのを

覚えています。……とはいえ、内容を決め、「当日それを参加者に伝えて下さい。」

と直ぐになる訳もなく、そこに至るまでの準備という段階が当然あるのですが、

グラム、Cc、計量カップと使い慣れない物、聞き慣れない言葉が行き交う中で、

やはりそこでも調理用具を使い、いままで料理をする機会が少なかったのだと

実感させられました。だけども、これは良い機会だとも、今回作ることになっ

た「パンケーキ」の試作を大渕さんと一緒に繰り返すなかで気付き、試作に奮

闘していました。 

 当日は少数でしたが良い雰囲気で参加者の方がパンケーキ作りを楽しんでい

た様に感じ、一安心といった気持でした。 

誰でもそうだと思いますが、できることが増えることは嬉しく感じる時ではな

いでしょうか？僕は、それを実感できた時、実感しながら取り組めている時が

正にそうで、単発 ILP に参加したことで、最近では自分で料理をしてみようか

と、事務所から早く帰る時は近所のスーパーに足を運んでみたり、料理とは無

縁だったところから、やったことのない料理を自分で作ってみたりと、僕自身

も単発 ILP に参加を機に少し変わった気がします。今は非常勤で実家から事務

所に勤めに行っているのですが近い将来一人暮らしをしながら色んな料理をつ

くり生活できたら良いと考えるきっかけにもなりました。「ちょっとずつ、ちょ

っとずつ。」今回の単発 ILP もそうですが、長期 ILP でも参加されている方にそ

う感じて貰える様、これからも不慣れながらも努力していくので、宜しくお願

いします。 
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はお古な職員から真ん中どころの職員の方々の自己紹介

や今思っていることなどいろんなことを紹介していくコーナーです！   

 

 

 

私の障がいは脳性まひです。出産時に

逆子で脳に酸素がまわらず脳に損傷を

受け、運動機能が働かず、歩くことがで

きず、両腕も自由には動きません。 

私の場合、周囲の人とか物等にあったっ

てはいけないという神経が働いて、身体

に緊張が起きてしまいます。特に、介助

者の顔や体をなぐってしまったり、、、

（笑） 

私が自立したのは今から 17 年程前で、

自立しようとしたきっかけは、それまで

施設や家族と暮らしていましたが、施設

がとても私にとって合いませんでした。 

なぜかというと、当時、施設に 10 年

程いましたが、入所者にたいして職員の

人数が少なく、例えば水を飲みたいだけなのに３０分や１時間待たされた上に、

しまいには忘れられ、トイレなど決まった時間以外に頼むと文句を言われ、変

な話、失禁をすると怒られ（私はどうしたらいいの！）、そんな生活をしている

内に精神的に病んでしまい、精神科にも通うくらいでした。 

自立すると決めた時に親を説得するのにかなりの時間と労力を費やしました。

うちの親はかなりの頑固で、猛反対されました。親との話のやり取りで生まれ

て始めて親子喧嘩したりしました。 

 そんなこんなで、色々ありましたが自立をして自分らしい生活が送れるよう

になりました。今では好きな旅行にも行け、私生活をエンジョイしています。

仕事も、ＩＬやピアカンなどやらせてもらい、私なりに人の役立つ事ができ、

嬉しく思っています。 

 これからの目標というか、やりたい事としては、もう少しこれから自立する

人の為のサポートを出来る様に自分の視野を広げて、相手の事を考えられる様

になりたいです。 

障がい者職員 大渕 由理子 
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はじめましてこんにちは。まずは自己紹

介から。木村翔子と言います。1992 年 7

月 27 日生まれの 21 歳、家は小平市の花小

金井で、CIL・小平からはとても近いです。

趣味は音楽鑑賞（主にアニソン、ロック）、

映画鑑賞（ほぼアニメ笑）、アニメ（家の

HDD にたくさん）、ライブに行くこと、友達

とご飯に行くこと飲みに行くことです！

慣れれば大丈夫なのですが、慣れてないと

人見知りを発揮してしまって、なかなか事

務所に馴染めてない私ですがゆっくり慣

れていこうと思っています。よろしくお願

いします。 

今は一人暮らしをして 10 ヶ月になりま

す。 

 

 

 

―自立までの経緯― 

去年の二月ごろに「一人暮らしがしたいのですが、やり方がわからなく

て・・・。」と CIL・小平に相談の電話をしました。 

私は、12 歳から 18 歳までの六年間、板橋区にある心身障害児総合医療療育セ

ンターと言う大きな病院の中の、整肢療護園に入院していました。18 歳になっ

てからは、生まれた市である小平の GH（グループホーム）に居ました。 

一人暮らしをしたきっかけは、GH との金銭的な理由でした。今のままの収入

で GH に居たら確実に破綻する！GH を出なきゃ！さあ、どうしよう。という状態

で、まず GH に相談したが特に力になってくれず、市役所にも現状を伝えたので

すが、私がまだ「どうしよう・・・。」の段階で情報も何も持ってなかったので

特に話が進むわけもなく。親とは離れて暮らしていたので、18 歳まで入所して

いた整肢療護園のケースワーカーに状況を説明して相談したら、「自立生活セン

ターというものがあるよ」と教えてもらい、進路等の情報だったら学校の方が

詳しいな、と思い学校にも相談し、“自立生活センター・小平”の存在を知り、

新しく自立した仲間をご紹介します 

～木村翔子さん～  
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半ば駆け込む様に相談に行きました。まさかこんなに近くに相談できる場所が

あるなんて、と場所を知ったとき驚きました。 

すぐにでも GH を出たかったので、二月に個別 ILP を受けてから、三月に不動

産屋さんを回りました。かなり焦っていました。何件か（三件くらい？）回っ

て六月ごろに気に入ったところを見つけ、7/20 付けで契約をして 7/26 に引っ越

しました。 

 

―実際に生活してみて― 

まず、鍵を持つということが新鮮でした。今までずーっと施設だったので。

それから最初の三日間は自分しか居なくて、自分が動かない限り全く生活音が

無いのが寂しかったです。すぐ慣れましたけど。 

あとは出納簿は学生のころから付けていたんですが、ガス光熱水道費の明細

書が来て自分で払うのは初めてで「一ヶ月でこれくらい使うんだぁ」と思いま

した。食費も一ヶ月でどれくらい使うのか見当もつかなくて家計簿も付けるよ

うになりました。 

それから事情があって洗濯機が八月末に届いたのでその間は体験室を借りた

り前の施設に借りに行ったりとちょっぴり不便でした。 

あとは冬がすごく大変でした！結露は止まらないし、湯船に入る回数が増え

るのでガスと水道代が多くなるし、挙句電気ストーブを買ったので電気代が夏

の三倍にまでなりました・・・。電気毛布を貰ってからは電気ストーブを極力

使わないようにしたので今年の冬もそうしようと思います！冬に向けてお金貯

めようと思います。 

 

―これからやりたいこと― 

 ようやく 1 人暮らしに慣れてきたので、まず興味があるピア・カウンセラー

の勉強をしていきたいです。それから、自分以外の障がいのことや今の障がい

者が置かれている立場など当事者なのにいまいち解っていないのでそういうと

ころも勉強したいです。そして小平を含め、自立生活センターのことを知りた

いです。そのためにまず小平に慣れる（と言う言い方も変ですが）ためにペー

スはゆっくりですが、事務所に通いたいと思っています。皆さんよろしくお願

いします。 
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涼子の交通アクセス こんなんでいいん会 

山嵜 涼子 

 

 皆さまこんにちは今年の梅雨空けは 8 月に入る模様との天気予報。先がおも

いやられますね・・・。 

この変な天候で私の喘息も悲鳴を上げております。 

 

 今回は青山学院大学に『障害の理解』の講義に招かれ講師を務めてきたご報

告をします。 

青山学院大学の学生さんとは CIL チェックの金子氏を通して出会いました。 

私のそれまでの学生のイメージとは違い、物事に熱心で控えめな印象でした。 

青山学院大学は数年前にバリアフリー工事が完了しているものの、障がい当

事者学生が少ないということ、渋谷区という都心にあるために障がい者と出く

わしながらもその都度手伝いを申し出るべきなのか？どんな声を掛けるの？と

いう疑問をもっていたという。その流れで講義の役を仰せつかったというわけ

です。 

講義前の打ち合わせも当日も、私が迷子にならぬよう大学の正門前で待って

いてくれる学生さん。講義会場も見せてくれ、イメージをつけてくれるほど私

を気遣ってくれる。講義は車いす使用者が家の中でどのように生活しているか。

自宅を出て外出をする際の不便なところ。どんな時に街ゆく人に声を掛けられ

たら助かるのか・・。そんな話をした。どんな時に手を借りたいかは人それぞ

れ違いがあるため慎重になるべきところだった。その慎重なところは参加して

くれた 40 名近い人々も同じ心情だと知った。ある学生さんが言う。車いすを使

っている人に何か手伝いますか？と声を掛けたら『ほっといてくれ！』と怒ら

れたということだった。それからどうしたら良いのかわからななくて。という

ことだった。 

お互いに必死だったのかもしれませんね。学生さんは勇気を出して声を掛け

た。声を掛けられた車いす使用者は自分でやり遂げようとしていたのか、それ

とも障がいを受けたばかりで障がいの受容ができていないのかいろいろ考えら

れる。そんなことを質問の返答としてみた。健常者に知っておいて欲しかった

のはその人の背景である。 

もちろんそんなことを気遣って声をかける余裕はないと思うが、そこで障が

い者はそういう人たちなんだと決定づけず、中には声を掛けられて本当に助か

ったという人もいるのだから、若い皆さんが障がいを意識してくれることから

社会が変わるということを感じて欲しいと訴えた。 

とても真剣に聞いてくれた。丁寧な言葉使いだった。世間では今の若い人は
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というけれど、そんなことはごく一部であると感じた。私から言えば今の若い

人は危なっかしいところは確かにあるけれど、その分人に自分の考えを押し付

けないところがある。自分はその考えはしないが、貴方がそう思うならそうい

うこともあるわね。とこの調子だ。人の考えを即座に否定しない。そこは感心

する。 

 話は変わるが、大学生との交流は本心で気が引けた。付き合い方がまるで分

らなかった。でも断る前によーく考えた。その時に思い出した。川元さんも学

生さんに良く時間を割いていたと。障がい者の生活の話、日本の福祉について

度々学生さんに囲まれていた光景をおもった。そうしたらパワーが出た。よし！

関わってみよう！と。それまではキャピキャピしている若者が苦手だったのだ。 

今となっては素晴らしい若い青年達と出会えたことは私に必要なことだ。あの

礼儀正しさは見習うものがあった。 

それからは鏡を見て、シワが増えたな～なんて言っている場合ではないぞ私。

と喝を入れる日々に代わった。 

  

2014 年 6 月 3 日 青山学院大学 学生の皆様と共に  
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ぶっちゃんの子育て奮闘記⑰  

 

 

 

 

～息子 3歳児～ 

 

息子もかなり大きく育ち、早 3 歳になり色々な事を覚え始める様になってき

ました。 

洋服も前後の間違いはあるものの、自分で着られるようになったり、『ママの

お手伝いをする』と言っては車いすを押したがったり、私が家の出入りに使う

スロープを息子が『用意する』と言ってかけてくれるのですが、真っすぐきち

んとなかなか出来ず、介助者に直してもらおうとすると怒りだして『ぼくがや

るっ』と言って出かけるのに時間がとてもかかって、私としては若干めんどく

さいと思いながらも、息子が私の事を思ってくれているんだなぁと微笑ましく

思いました。 

 

これくらいの年齢の子が、自分の親が歩けなかったり手が使えないという不

自由さを感じ取って、自分が助けてあげなくては、と思うのは嬉しいとは思い

ますが、その反面、可哀そうな気持ちです。なぜなら私の弟とも歳が離れてい

て、姉である私が障がいを持っているがゆえに弟の自由さを奪ってしまい、遊

びに行くにも親に『遊びに行っていい？』私にも『遊びに行っていいかな？』

など、普通なら勝手に出かけられるものを、人の事を気にしながら過ごすのは

可哀そうだったと思うからです。 

うちの息子も、心優しく育って行ってくれたらいいなぁと心から親として願

っています。 

 

 

（続く） 

大渕 由理子 
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歩いてきた道   

これから行く道    
 

 

※今回は、映画「アナと雪の女王」のストーリーに触れる内容になっています。

「まだ観てないからちょっと待って！」という方は、映画をご覧になってから

お読みくださると幸いです。 

 

「アナと雪の女王」、ご覧になりましたか？生まれたときから不思議な力を持

つエルサと、妹のアナの物語です。 

エルサの魔法の力は特別なものでした。心が大きく動くと、その力は強く破

壊的なものになります。両親は、魔法の力を抑えられるよう幼いエルサに声を

かけ続けましたが、成長と共に増すその力を止めることが出来なくなり、エル

サは部屋の中で一人、人目につかないように育てられ長い時間が過ぎました。

妹のアナとも離ればなれ。その後、エルサの力が人々に知られたことから物語

りが動きます。 

 自分の魔法で人々を傷つけないように、エルサは一人きりで雪山にこもり、

誰にも気を使わずに生きる気楽さを手に入れました。でも何より、孤独でした。

一人きりで生きるだけでは、自由でも幸せでもない。じゃあどうすれば？・・・ 

 

私たちがそれぞれ持っている考え方や性格も、同じように一つひとつが特別

な力を持っています。たとえば･･･はっきり物を言えること、ぐっと耐える力、

正義感･･･。私たちを満たすそれぞれの要素は、誰かと向き合って理解しあう手

助けになることもあれば、相手を傷つけてしまうこともある。その良い面を引

き出してくれたり、悪い面に気づかせてくれるのが、他者の存在なのです。 

人とのつながりというものは、心強さを感じることもあれば、関係に疲れて

しまうこともあります。でも、誰かとのつながりから助けをもらうことで、あ

りのままの自分を受け止めて、豊かに生きられるのだと。そのことを深く考え

させられました。 

 

最後、ついにエルサは自分の魔法を隠すことなく、ヒットしているあの歌の

とおり「ありのままの姿」で生きられることを知ります。自分の力を知り、そ

れを周りに理解してもらい、コントロールすることが出来るようになったエル

サは、魔法の力はそのままに皆と暮らせるようになりました。そばには妹のア

ナや仲間がいます。とても印象的なラストシーンでした。 

 

岡村 千重子 
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《 活 動 報 告 》 

2014 年 4 月 
 

1 日 （火） マネージャー会議 

2 日 （水） 自薦ヘルパー推進協会電話会議（竹島） 

3 日 （木） ＧＭ会議／自薦ヘルパー推進協会会議(竹島)／ＩＬピアカン会議 

4 日 （金） 職員会議／報告検討会議 

6 日 （日） 全国脊髄損傷者連合会東京支部役員会（淺川） 

7 日 （月） ～9日(水)自薦ヘルパー推進協会研修（竹島） 

8 日 （火） 利用者交流会／交通行動東京実行委員会事務局会議（山嵜）／マネージャー会議 

10 日 （木） 
ピアカンＩＬＰ会議／医療情報会議／マネージャー会議／自薦ヘルパー推進協会会議（竹

島）／ＧＭ会議 

11 日 （金） 報告検討会議／個別ＩＬＰ（竹島） 

12 日 （土） 伊東重度障害者センター訪問（淺川） 

13 日 （日） 報告検討会議／ＧＭ会議 

14 日 （月） 個別ＩＬＰ（淺川） 

15 日 （火） 
マネージャー会議／個別ＩＬＰ（竹島）／国土交通省大学研修（山嵜）／ＤＰＩ日本会議

バリアフリー部会（山嵜） 

16 日 （水） 研修会議／障害者センターピアカン 

17 日 （木） 
チームリーダー会議／ＧＭ会議／ピアカンＩＬＰ会議／自薦ヘルパー推進協会会議（竹

島）／全国自立生活センター協議会ピアカウンセリング委員会スカイプ会議（大渕） 

18 日 （金） 個別ＩＬＰ（竹島）／報告検討会議 

19 日 （土） 交通行動東京実行委員会（山嵜） 

21 日 （月） 個別ＩＬＰ（竹島）／～22 日(火)三澤了さんの遺志を継ぐ会（山嵜、大渕、淺川、瀧澤） 

22 日 （火） マネージャー会議 

23 日 （水） 個別支援会議 

24 日 （木） 自薦ヘルパー推進協会会議（竹島） 

25 日 （金） 個別ＩＬＰ（竹島） 

28 日 （月） 小平市自立支援協議会相談支援ワーキンググループ（淺川） 

29 日 （火） ピアカジュアル 

30 日 （水） 個別ＩＬＰ（竹島） 

2014 年 5 月 
 

1 日 （木） 自薦ヘルパー推進協会会議（竹島）／ピアカンＩＬＰ会議／ＧＭ会議／個別ＩＬＰ（淺川） 

2 日 （金） 職員会議／報告検討会議 

8 日 （木） 
ピアカンＩＬＰ会議／小平市障害者団体連絡会世話人会（竹島）／青山学院大学研修打ち

合わせ（山嵜）／ＩＬＰリーダーズ（大渕）／長期自立生活プログラム①／ＧＭ会議 

9 日 （金） 研修会議／報告検討会議 

10 日 （土） 世田谷区福祉の街づくり打ち合わせ（山嵜） 

12 日 （月） マネージャー会議／個別ＩＬＰ（淺川） 
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13 日 （火） 
個別ＩＬＰ（竹島）／チームリーダー会議／医療情報会議／つきの道／ピアカンＩＬＰ会

議／マネージャー会議 

14 日 （水） ＣＩＬ北見来訪／研修会議／障害者センターピアカン 

15 日 （木） 
長期自立生活プログラム②／自薦ヘルパー推進協会会議（竹島）／東京都自立生活センタ

ー協議会総会（淺川）／マネージャー会議 

16 日 （金） 個別ＩＬＰ（竹島）／報告検討会議 

17 日 （土） 伊東重度障害者センター訪問（淺川） 

19 日 （月） 小平市障がい者福祉計画・障害福祉計画検討委員会（竹島）／個別ＩＬＰ（淺川） 

20 日 （火） 
介護保障協議会スカイプ会議（竹島）／ピアカンＩＬＰ会議／マネージャー会議／ＤＰＩ

日本会議バリアフリー部会（山嵜）／青山学院大学講義（山嵜） 

22 日 （木） 
自薦ヘルパー推進協会会議（竹島）／ＧＭ会議／バリアフリーリーダー養成研修打ち合わ

せ（山嵜）／長期自立生活プログラム③ 

23 日 （金） 報告検討会議 

25 日 （日） 全国脊髄損傷者連合会東京支部総会 

27 日 （火） ～28 日（水）全国自立生活センター協議会総会（竹島、淺川） 

29 日 （木） 長期自立生活プログラム④ 

30 日 （金） 報告検討会議／自立生活センター・小平総会 

写真：バーベキューにて。みなさんの笑顔がすばらしい！ 
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 本格的な暑さのおとずれに体調を崩したりしていませんか？ 

地球温暖化の影響でしょうか、年々とこれまでに経験のない豪雨や台風などの自然災害が増

えているように思います。 

東京に住んでいると、緑も少なくアスファルトやコンクリートに覆われた部分が多いので、

ゲリラ豪雨でも道路や家屋が浸水したり、低い土地で車が止まってしまうこともあります。 

気象情報はきちんとチェックし、適度にクーラーを入れて、水分と塩分の補給もしたいです

ね。 

 

（編集委員 淺川） 

 

 

■自立生活センター・小平 地図 

←至　小平 至　新宿→

マンション

※パラシオ 1Ｆ

南口ロータリー

花小金井駅

←セブンイレブン

←居酒屋

←　小平 武蔵境　→遊歩道

小
金
井
街
道

優
歯
科

編 集 後 記  
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各サービスを利用される方には、協力会費を頂いております。 

入会ご希望の方は、下記までお問い合わせください。 

会費：年額 4,200 円(年度途中から入会の場合月額 350 円) 

 

《編集》自立生活センター･小平        《発行所》 

〒187-0003 東京都小平市花小金井南町     障害者団体定期刊行物協会 

    １－２６－３０ パラシオ 102     東京都世田谷区砧 6-26-21 

TEL/042-467-7235 FAX/042-467-7335           （定価 100 円） 

Ｅ－ＭＡＩＬ：cilkodaira3＠hotmail.com 

 

 

 

近隣の 8 市にまたがって身体障害者、知的障害者、精神障害者にサービスを

提供しています。（初めてサービスを利用する場合は、利用規約等について

事前に説明する場を設けさせていただきます。） 

  ・自費利用 ①知的・ガイドヘルプ  ￥１，４５０／時 

        ②家事援助       ￥１，４５０／時 

        ③重度訪問介護     ￥１，５００／時 

        ④身体介護       ￥１，８００／時 

  ・ＩＬＰ、ピア・カウンセリング利用 ご相談ください。 

  ・自立支援法によるヘルパー利用   ご相談ください。 

 

◇  介助制度、手当、住宅改造、生活保護などの制度利用の申請のサポートな

らびに生活に関わるあらゆる相談をお受けします。 

・  電話相談：３６５日、９時～２２時 

・  面接相談：月～金、１０時～１７時 

◇  ピア・カウンセリング（集中講座、個別） 

◇  自立生活プログラム（生活力、社会性を高めるプログラム） 

  長期プログラム、短期プログラム、個別プログラム、単発プログラム 

 プログラムテーマ例…障害って何？・介護を頼もう（介護者との関係）・

制度学習・フィールドトリップ・お金の管理・調理実習   …など 

◇  宿泊体験－民間のアパート（自立生活体験室）に泊まって、自立生活を体

験するプログラムです。 

◇  自立生活をめざすための住宅サービス（アパート等の住居の確保） 

◇広報誌の発行（制度や自立生活のノウハウに関する情報提供、情報交換） 

２４時間・３６５日介助

派遣サービス 

障害者生活支援事業

サービス 


